
第 23 回名古屋市障害者スポーツ大会 バレーボールの部 競技規則 
 

1. 総 則 

  本要項に定める以外は、令和 8 年度版全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラスポー

ツ協会編）により実施する。 

 

2. 施設と用具 

(1) コートは、18m×9m の長方形とする。 

(2) ネットの高さは、2m24cm とする。 

(3) 使用球は、公益財団法人日本バレーボール協会制定のソフトバレーボール球・糸巻き（円周 78±1cm、

重量 210±10ｇ モルテン製）とし、主催者が用意する。 

 

3. チーム構成 

(1) 監督 1 名、コーチ 1 名、マネージャー1 名とする。 

(2) 1 チーム 15 名のエントリーとし、ベンチ入りは 12 名とする。 

(3) 男女混合とする。また、試合中は少なくとも 1 名以上の女性プレーヤーが出場していなければならな

い。 

(4) リベロ（守備専門の選手）はリベロとして登録をする。 

 

4. 代表者会議について 

代表者会議については大会当日、競技開始前に実施する。会議資料については申込後、チーム代表者宛

てに送付する。 

 

5. 競技方法 

(1) トーナメント方式で行う。 

(2) すべての試合において、25 点 3 セットマッチとする。 

なお、競技方法は、参加チーム数により、試合形式・進行方法を変更する場合がある。 

(3) チームには、1 セットに 2 回のタイムアウト（1 回 30 秒間）と 6 回の競技者交代が認められる。 

（監督もしくはゲームキャプテンのみが要求できる） 

(4) リベロが後衛の選手と交代する場合は、通常の選手交代には数えない。 

(5) スターティングラインナップの競技者は、交代によりコートを離れても 1 セットにつき 1 度だけ元の

ポジションに戻ることができる。 

(6) 例外的な交代として、負傷した競技者の代わりにコート上にいない競技者と交代ができる。ただし、

交代後も女性選手が 1 名以上出場していなければならず、不可能な場合はその時点でゲーム終了・没

収試合とする。 

(7) サービスの実行 

・主審がサービス許可の吹笛後 8 秒以内にボールを打たなければならない。 

・サーバーは、エンドラインの後方、かつサイドラインの延長線上の内側で打たなければならない。ま

た、その際エンドラインを踏んではならない。 

・サービスは、ボールがトスされたか、手から離された後、片方の手または腕で打つ。（片方の手のひ

らに置いたままのボールを、もう片方の手で打つことはできない） 

・サービスを直接アタックもしくはブロックして相手のコートに返すことはできない。 



(8) タッチネットについて 

・ボールをプレーする動作中の選手による両アンテナ間のネットへの接触は反則となる。ただし、直接

プレーしていない時に偶然触れた場合は反則とならない。 

・ネットに寄りかかるプレーや相手のプレーを妨げた場合は反則となる。 

(9) センターラインの踏み越しについて 

・ラリー中、片足または両足が完全にセンターラインを越えて相手のコートに侵入した場合は反則とな

る。 

 

6. 服装 

(1) 運動のしやすい服装で出場する事とし、統一されたユニフォームを着用すること。 

(2) リベロは他の選手と異なる色のユニフォームを着用すること。（ない場合はビブスを着用する） 

(3) 背番号は 1 番から 12 番までが望ましいが、やむを得ない場合は 1 番から 99 番までとする。 

(4) 番号が付いていない場合は、同一種（色）のビブスを各チームで用意し着用するものとする。（主催

者でも準備する） 

(5) チーム名、キャプテンマーク、背番号等のサイズは、（公益財団法人日本バレーボール協会 6 人制競

技規則による。 

(6) 体育館シューズを必ず持参、着用すること。 

(7) 首タオルは認めない。ゲームパンツに挟んで使用する。 

 

7. 監督・コーチ・キャプテン 

(1) 競技中断時、監督及びゲームキャプテンだけが審判に対して質問することができる。 

(2) 監督はベンチの記録席に最も近い位置に座る。ただし、試合を妨害または遅延しない限り一時的にベ

ンチを離れてもよく、アタックライン延長線からウォームアップエリアまでのフリーゾーンの範囲内

では立ったままで、あるいは歩きながら指示を与えることができる。 

(3) 統一された服装が望ましい。選手と同じでなくても良い。 

 

8. 特記事項・その他 

(1) 競技場内には、大会役員及び競技役員、監督、コーチ、マネージャー並びに選手、あらかじめ許可し

た報道関係者以外は入場することができない。ただし、必要に応じ付添者等の入場については配慮す

る。 

(2) 監督、コーチ、マネージャーは、既定のマークを左胸部につけること。なお、未着用の場合はベンチ

に入ることができない。 

(3) 競技中、選手に不測の事態が生じた場合は、競技役員に意思を伝え、その指示に従うこととする。 

(4) この要項に定めるもののほか、競技実施に関して必要な事項は別に定める。 


